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令和４年４月１日現在における市の管理する道路延長は約１，３４０ｋｍで、

そのうち舗装整備した道路は約１，０８４ｋｍ（８１％）となっています。 

道路は供用開始後、気象条件や交通荷重などの外的要因により劣化が進むた

め、市民の安全で安心な通行を確保するためには、日頃よりパトロールを実施し、

路面状況を把握し、適切な維持管理を行う必要があります。 

 本市における道路整備は、昭和４０年代の高度成長期から道路改良が促進さ

れ橋梁の設置や舗装化が進みました。また、農村地域については近代化事業(ほ

場整備等)に併せて整備されてきました。 

その後４０～５０年以上が経過し、道路施設の経年劣化に伴う維持管理費用

の増大、かつ修繕時期や費用の集中が想定されます。しかしながら近年の厳しい

財政状況では膨大な予算の確保は困難であることから、効率的で効果的な維持

管理が求められており、さらなるコストの縮減、事業費の平準化を図り、持続可

能な道路施設の維持管理を行うため本計画を策定するものです。 

 本計画は、本市が定めた「公共施設等総合管理計画」の考え方に基づき、道路

施設の維持管理方法について取りまとめています。 



南砺市は、平成１６年１１月１日に８町村が合併し誕生しました。合併時点で

町道、村道を市道路線認定し、道路附属施設も含め管理を行っています。

表１―３－１ 市道の延長

等 級 分 類 
延 長 

（km） 

内  訳（km） 
備   考 

舗装 未舗装 

市道 １ 級 240 223 17  

   ２ 級 180 142 38  

   その他 920 719 201  

計 1,340 1,084 256  

表１―３－２ 道路橋梁

橋 長 分 類 
施 設 

（橋数） 
備     考 

１５ｍ以上 202 富山県橋梁点検マニュアル レベルⅠ 

２～１５ｍ未満 621 〃   マニュアル レベルⅡ 

計 823 道路台帳橋梁現況総括表 

表１―３－３ 道路附属施設

施 設 分 類 施設数 単位 備     考

トンネル 11 箇所 内６箇所通行止め

スノーシェッド 18 箇所 山の神線 形状別でカウント

大型ボックス

カルバート
2 

箇所 市道坂上上百瀬線（坂上地内）

市道菅沼田下線（田下地内）

横断歩道橋 1 箇所 市道寺家高儀線（福野小前）

案内標識 250 基 警戒標識除く

道路情報板 1 
箇所 山の神トンネル施設

（平＋利賀＝２基、通報設備）

道路照明灯 460 基 連続照明は１基とする。

道路反射鏡 600 面 概数 自治会×２基

防護柵 約 50 Km 



道路維持管理・修繕・更新工事費等については、社会資本整備総合交付金や道

路メンテナス事業費補助などを財源とする施設更新工事、長寿命化工事、法定点

検業務、一般財源による植栽管理や修繕工事などの費用を計上しています。年度

によって増減はあるものの、総じて増加傾向にあります。特に５年に１度の法定

点検にかかる費用において年度によるばらつきが大きいため、点検費用の平準

化を図る必要があります。

表１－４ 道路維持・工事・委託費の推移



限られた予算の中で、施設の老朽化に対し適切に対応していくために、施設の

特性、量、利用状況等から道路施設の管理区分を４型式に分類します。

表２－１ 南砺市の道路施設の管理区分

管理区分 定    義

計画的

対応

予防保全型
定期的な点検・パトロールにより施設状態を把握し、損傷が軽微な

段階で小規模な補修を行う等、予防的に適切な対策を実施します。

事後保全型

定期的な点検・パトロールにより施設状態を把握し、劣化損傷があ

る程度進行した（限界水準を下回る前の）段階で補修・更新等の対

策を実施します。

時間管理型
施設の状態や機能の状況によらず時間の経過で更新・交換を実施し

ます。

監視的

対応
巡回監視型

パトロールにより施設状態を把握し、施設の限界水準を下回り、機

能を発揮できなくなった状態を確認した段階で更新等を実施しま

す。

道路施設の点検は、パトロール、定期点検、緊急点検等に分類でき、施設の種

類や管理区分によって、実施する点検は異なります。 

道路案内標識など大規模および中規模施設に分類されるものは、管理区分は

事後保全型であり、定期点検を実施します。また、路側式の小型標識などの小規

模施設に分類されるものは、管理区分は巡回監視型であり、パトロールを実施し

ます。市における道路施設の点検の種類・体系を表２－２に示します。 



表２－２ 点検の種類・体系 

点検の種類 内     容 

パトロール 

（巡回監視） 

ひび割れ、支柱の傾きや道路施設の機能障害などは、道路パ

トロールカーや近接目視により点検します。 

また、職員の現場業務の際に異常がないかを把握します。 

清掃･小修繕業務 
排水桝等の清掃時や道路穴埋めなど簡易な修繕時に、遠望目

視により施設の状態を観察します。 

市民通報・調査 市民通報等により、施設の状態を把握します。 

定期点検 

標準点検 全ての部材に着目し、近接目視により点検します。 

簡易点検 全ての部材に着目し、外観目視により点検します。 

緊 急 点 検 
地震・台風等により異常が生じる（生じた）可能性がある場

合、状況に応じて実施します。 

管理する道路施設を下記のように大規模施設、中規模施設、小規模施設の３種

類ごとに頻度を分類します。 

表２－３ 点検の種類と頻度 

施設区分 施設例示 管理区分 頻   度 備   考 

大  規  模

施    設

橋梁 

トンネル 
予防保全型 

５年に１回 

標準点検 
※法令点検 

横断歩道橋、門型の案

内標識・道路情報板 
事後保全型 

５年に１回 

標準点検 
※法定点検 

中  規  模

施   設

F・逆 L・T 型及び共架

式の標識・情報板、C・

Y・直柱型の道路照明灯

など 

事後保全型 

１０年に１回 

標準点検 

必要に応じて５

年目簡易点検 

小  規  模

施   設

小型標識（路側式標

識）・情報板、道路反射

鏡、防護柵など 

巡回監視型 随時  

※法令点検：平成 26 年 7 月 1 日施行 

省令（道路の維持又は修繕に関する技術的基準等）及び告示（トンネル等の健全性の

診断結果の分類に関する告示）



管理方法：事後保全型

（１）舗装の維持管理の基本的な考え方 

舗装の維持管理にあたっては、舗装点検要領（平成 28 年 10 月国土交通省道

路局）を参考に、以下の基準によって市道を分類Ｂ、Ｃ、及びＤに分類して管理

することとします。各道路分類に該当する道路種別を表３－１－１に示します。 

表３－１－１ 管理道路の分類 

分類 対象道路 

分類Ｂ 
・1 級市道及び 2 級市道のうち、地域内外の交通に果たす役割を考慮し、重要

性が高い路線 

分類Ｃ 
・上記以外の 1級市道及び 2 級市道 

・その他市道のうち、過去に路面性状調査を実施した道路 

分類Ｄ ・上記以外の道路 

※舗装点検要領 国土交通省道路局（平成 28 年 10 月）より 

（２）管理基準 

分類Ｂ，Ｃに該当する主な幹線道路の舗装の管理基準には、路面の「ひび割れ

率」 「わだち掘れ量」 「平坦性」から計算される舗装の維持管理指数ＭＣＩ

（Maintenance Control Index）を使用することとします。舗装管理基準値を表

３－１－２に示します。 

表３－１－２ 管理基準値 

ＭＣＩ値 維持修繕基準 

５超 望ましい管理基準 

５以下 修繕を行うことが望ましい 

４以下 修繕が必要 

３以下 早急に修繕が必要 



（３）点検方法・点検頻度 

道路分類ごとの点検方法と点検頻度の一覧を表３－１－３に示します。 

表３－１－３ 点検方法・点検頻度 

分類 点検方法 点検頻度 

分類Ｂ 路面性状測定装置等による １０年に１度程度 

分類Ｃ 目視を基本に必要に応じて機器を使用 １０年に１度程度 

分類Ｄ 道路パトロールによる路面状況の把握 随時 

※1：「機器」とは、路面性状測定装置等の機器を指す 

※2：「目視」とは、画像撮影車を用いた目視調査を含む 

（４）対策の優先順位（補修計画の方針） 

舗装損傷状況、路線の重要性、交通量等を考慮し補修の優先順位を決定します。 

対策の優先順位は、以下のような考え方で設定します。 

① 舗装の損傷状況 

路線の平均ＭＣＩ：ＭＣＩ値が小さく、早急に修繕が必要な路線を優先します。 

② 道路の重要性 

管理道路の分類：交通量や重要度から、管理道路をＢ，Ｃ，およびＤに分類し、

重要度が高い路線を優先します。 

（５）その他の市道の舗装 

路面性状調査を行わない生活道路や歩道舗装については、小規模な修繕や通

行に影響が出るものは、速やかに補修を実施します。現在及び将来における維持

補修の必要性の判断について、公平性や工事の効率化等を図るため、舗装の損傷

状況等の調査項目と採点基準を設定し、補修の必要性・優先順位・時期を評価基

準により判定し、計画的な補修工事を実施します。

管理方法：予防保全型

本市では、1980 年代をピークに建設された橋梁が、橋梁の建設寿命（建設後 50

年）を経過し、今後、年々増加するため、従来の事後保全型維持管理を実施した

場合、維持管理費の増大が懸念されます。 

このため、橋梁の安全性・信頼性の確保、維持管理費用の縮減及び平準化等に

向け、平成 24 年度に策定した「南砺市橋梁長寿命化修繕計画」（令和４年度修

正）に基づき修繕工事を実施するとともに、５年に１度定期点検により状況を把

握します。 



管理方法：予防保全型

トンネル等は、橋梁と同様に道路の構成要素として重要構造物に位置づけら

れています。その老朽化は、利用等の安全面にも影響を及ぼすとともに、更新を

行う際には，社会的・経済的影響が大きいことから原則として、予防保全型の維

持管理を行います。

このため、施設の安全性・信頼性の確保、維持管理費用の縮減及び平準化等に

向け、令和元年度に策定した「南砺市トンネル・スノーシェッド・大型カルバー

ト長寿命化修繕計画」（令和４年度修正）に基づき修繕工事を実施するとともに、

５年に１度定期点検により状況を把握します。 

道路附属物における対策の重要度を評価する指標を設定します。

表３－４－１ 道路附属物：重要度評価指標および重要度を高く評価する施設

評価指標 指標設定の視点に対する影響事項 
重要度の評価指

標 

重要度を高く評

価する施設 

安全性 

自動車および歩行者・自転車が多

い路線の場合、修繕の遅れによる

影響が出やすい 

道路種別 

通学路指定の有

無 

1・2 級市道 

通学路指定あり 

ライフ 

サイクル 

コスト 

修繕の遅れにより、ライフサイク

ルコストが増大することは想定さ

れにくいため、指標は設定しない 

－ － 

通行確保 

大型支柱がある場合に、災害によ

る倒壊時に通行の障害となる可能

性がある 

大型支柱の 

有無 
大型支柱あり 

快適性 

修繕の遅れにより、快適性に影響

が出ることは想定されにくいた

め、指標は設定しない 

－ － 

上記で設定した重要度の評価の区分と、施設の状態に関する指標から、対策の優

先度を評価します。



表３－４－２ 道路附属物に関する優先度評価方法 

重

要

度

に

関

す

る

指

標

路   線 重要度 

高 

低 

優先度高①→低⑥ 

１・２級市道かつ観光地路線 

通学指定路線 

大型支柱の附属物(照明灯、案内

板、情報提供装置) 

③ ① 

１・２級市道又は観光地路線 

通学指定路線 

その他の附属物 

④ ② 

その他市道 ⑥ ⑤ 

  （取付物落下）   (支柱倒壊） 

状  態 

良         悪 

①道路照明

管理方法：（灯具－事後保全型、柱－予防保全型）

道路照明は、夜間の交通事故防止及び道路交通の円滑化を図るために、主要な

交差点や橋梁部の約４６０箇所に設置しています。 

平成２４年度には、灯具及び柱について点検を実施し、不具合があるものにつ

いては撤去・更新を実施しました。前回の点検から１０年が経過したことから、

今計画期間中に再度点検を行い、健全度の把握に努め、必要箇所について更新を

実施します。また、LED 化を進め長寿命化及び電気代の低減を図ります。 

②大型標識

管理方法：（予防保全型）

当市が管理する大型標識は、令和３年度末現在、約２５０基が設置されていま

す。平成２４年度には、点検を実施し、不具合があるものについては撤去・更新

を実施しました。早期に大規模修繕を必要とする標識はありませんでしたが、将

来、柱の倒壊や標識板金具の補修が必要となります。前回の点検から１０年が経

過したことから、今計画期間中に再度点検を行い、健全度の把握に努め、不要な

標識の廃止を含めた、維持修繕を行います。 

③ 小型標識・道路反射鏡（カーブミラー）

管理方法：巡回監視型

小型標識は、主に通学路やカーブ等の警戒の必要箇所を知らせる標識です。ま

た、カーブミラーは主に自動車等に係る交通事故の抑止を目的として、見通しの

悪い交差点や視距の確保が難しいカーブ等に設置しています。道路パトロール

や自治会などから不具合など報告があれば速やかに補修又は撤去を行います。



④ 街路樹

街路樹は、日常において緑を感じられる貴重な緑の資源です。夏には木陰をつ

くり人々に快適な歩行空間を提供しています。また、街並みを統一して沿道の景

観を向上させる役割も果たしています。

しかし、落葉や害虫・鳥など苦情が寄せられているほか、樹幹の肥大化による

縁石の押し出しや歩道舗装の破損も起こっています。このことから地域の理解

が得られたものについては、撤去や別の樹種への植え替えを行います。



事業内容 

工種 内  容 数 量 単位 備  考 

橋 梁 

点検（１５ｍ以

上） 
202 橋 ５年毎 

〃（１５ｍ以

下） 
621 橋 ５年毎 

修 繕 15 橋 
長寿命化修繕計画に基

づき実施 

舗 装 

路面性状調査 50,000 ｍ １０年に１度程度 

打換え 

オーバーレイ 
12,500 ｍ  

トンネル 

点 検 5 箇所 ５年毎 

修 繕 2 箇所 
長寿命化修繕計画に基

づき実施 

その他重要 

構造物 

点 検 20 箇所 
大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ、ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 

５年毎 

修 繕 3 箇所 
長寿命化修繕計画に基

づき実施 

案内標識 

点 検 250 基 １０年に１度程度 

修 繕 － 箇所 点検結果に基づき実施 

照 明 

点 検 460 灯 １０年に１度程度 

修 繕 － 箇所 点検結果に基づき実施 

側 溝 改 修 1,800 ｍ  

雪崩防止柵・

落石防護柵 
新 設 240 ｍ  

転落防止柵 新設・更新 800 ｍ  



今後も管理すべき施設の数は増加するものと推測され、対策に必要とする費

用は膨大なものとなります。

現段階では、膨大な予算の確保は困難であることから、５ ・１０年毎に定期

点検を実施しながら実態を把握し、緊急性のある施設の修繕と損傷度合いや交

通量などにより優先順位を付けて修繕を実施することにより、道路利用者や第

三者への被害を防止し、安全安心な道路環境を確保します。

今後は予防保全型の維持管理を目指し、コストの縮減、平準化を図り、持続可

能な維持管理体制を目指します。

今後の取り組み

計 画 年 度 計 画 内 容

本 計 画

令和５年度～９年度

◎定期点検

◎緊急性の高い施設の修繕を実施

◎優先順位を付けて修繕を実施

◎コストの縮減・平準化

次期計画

令和１０年度～１４年度

◎定期点検

◎定期点検の結果を踏まえて計画の見直し

◎コストの縮減・平準化

◎実施状況を把握し、修繕の実施

持続可能な維持管理体制の構築・予防保全型の維持管理へ移行





分類Ｂ、Ｃに該当する幹線道路の評価については、路面状況を定量的・客観的

に把握するため、維持管理指数ＭＣＩを用いて評価を行います。ＭＣＩ値は下記

の４つの式から算出した値の中から最も小さい値を採用します。 

表Ａ－１－１ ＭＣＩの計算式 

測定したＭＣＩ値を基に、健全度の評価をⅠ～Ⅲの区分に分類し、補修の優先

順位の指標とします。平成 25～27 年度に点検を行った路線のうち、分類Ｂはお

よそ５割、分類Ｃはおよそ６割、分類Ｄはおよそ８割が区分Ⅲと診断されました。 

表Ａ－１－２ 点検診断結果 

道路の分類 合 計 

区分Ⅰ 

(MCI 5.1 以上) 

（ｍ） 

区分Ⅱ 

(MCI 4.1～5.0) 

（ｍ） 

区分Ⅲ 

(MCI 4 以下) 

（ｍ） 

分類Ｂ 26,541 5,889 6,617 14,035

分類Ｃ 23,032 3,756 4,538 14,738

分類Ｄ 3,698 76 477 3,145

計 53,271 9,721 11,632 31,918

生活道路は 100m の区間毎に「生活道路評価基準（５項目）」（表Ａ－１－３）

を基に検証し、総合評価（表Ａ－１－４）を行います。 

ＭＣＩ ＝10－1.48Ｃ －0.29Ｄ －0.47σ ・・・・・・（１） 

ＭＣＩ ＝10－1.51Ｃ －0.30Ｄ ・・・・・・・・・・・（２） 

ＭＣＩ ＝10－2.23Ｃ ・・・・・・・・・・・・・・・・（３） 

ＭＣＩ ＝10－0.54Ｄ ・・・・・・・・・・・・・・・・（４） 

※Ｃ：ひびわれ率（％）、Ｄ：わだち掘れ量（mm）、σ：縦断凹凸量（mm） 



表Ａ－１－３ 生活道路評価基準（５項目）



表Ａ－１－４ 総合評価 

点検基準に準拠した健全度・対策区分の判定に従い、点検結果の診断を実施

します。 

表Ａ－２－１ 健全度及び対策区分の判定の内容 

健全度区分 状 態 

Ⅰ 健全 

Ⅱ 予防保全段階 

Ⅲ 早期措置段階 

Ⅳ 緊急措置段階 

総合評価 基   準 修繕・補修 

Ａ 

（劣化小） 

５つの価項目のうち、損傷評価の最大が

「健全０」または「軽度１」である区間

パトロールで状況変化

確認 

Ｂ 

（劣化中） 

５つの価項目のうち、損傷評価の最大が

「中度２」が２項目ある区間 

Ｃに移行しないように

適宜補修を検討する 

Ｃ 

（劣化大） 

５つの価項目のうち、損傷評価の最大が

「重度３」が１項目ある区間 

重度の区間については

補修により対応 

Ｄ 

（劣化大、修繕） 

５つの価項目のうち、損傷評価の最大が

「重度３」が２項目ある区間 

重度の区間については

補修又は打替工法によ

り対応 

Ｅ 

（劣化大、要修

繕） 

５つの価項目のうち、損傷評価の最大が

「重度３」が３項目以上ある区間 

重度の区間については

打替工法又は路盤安定

処理工法により対応 



表Ａ－２－２対策区分の判定の内容

健全度 対策区分 対策の内容 

Ⅰ 
Ａ 損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない。 

Ｂ 

Ⅱ 
Ｃ１ 

Ｍ 

Ⅲ Ｃ２ 

Ⅳ 
Ｅ１ 

Ｅ２ 

Ｓ１

Ｓ２ 

診断内容点検基準に準拠した健全度・対策区分の判定に従い、点検結果の診断

を実施します。最新の点検基準に基づき、Ⅰ～Ⅳの 段階で健全度を区分して

いきます。

表Ａ－３－１ 健全度及の判定の内容 

健全度区分 状 態 措置の基本的な考え方 

Ⅰ 健全 

Ⅱ 予防保全段階 

Ⅲ 早期措置段階 

Ⅳ 緊急措置段階 



表Ｂ－１－１幹線道路（分類Ｂ） 

路線番号 路線名 地域 該当条件 備考

１ 七ッ屋荒木町線 福野・福光 交通

２ 高堀太美山線 福野・福光 交通 緊急輸送道路

１０ 寺家高儀線 福野 交通

１２
二日町野尻川原

２号線
福野 交通

１８ 二日町広安線 福野 交通 緊急輸送道路

２５ 井波環状線 井波 交通

４５ 高畠城端栄町線 福光・城端 交通

４６ 吉江中中ノ江線 福光 交通

５３ 立野原蓑谷線 城端 交通

７０ 石黒北山田線 福光 交通

８０ 山の神線 平・利賀 交通 緊急輸送道路

２０９
二日町野尻川原

１号線
福野 交通

表Ｂ－１－２観光施設へのアクセスルート

２８ 坂下閑乗寺線 井波 観光 閑乗寺公園

４１ 糸谷国見線 福光 観光 イオックス

７５ 小来栖梨谷線 平 観光
クロスカント

リー場

７７ 相倉仏岩線 平 世界遺産 相倉集落

８２ 上梨小原線 上平 世界遺産 菅沼集落

８６ 菅沼小瀬形線 上平 世界遺産 菅沼集落

３０６５ 梨谷人喰谷線 平 観光
たいらスキー

場

３６０９ 菅沼線 上平 世界遺産 菅沼集落



表Ｂ－２－１ 緊急輸送道路（１５ｍ以上の橋梁）  

区分 番号 路線名 
橋梁番

号 
橋梁名 

架設

年次 

河川・道路

名 

第３

次 
2 (市)高堀太美山線

8194 八田橋 1972 旅川 

8196 上桜橋 1974 山田川 

8197 上大井川橋 1973 大井川 

5043 宝生寺野陸橋 1975 
旧 R304 

JR 城端 

第３

次 
2806 (市)南砺福光線 

5273 立野原西陸橋 2009 
市道大塚七

曲線 

5274 福光市道横断橋 2008 
市道荒木嫁

兼線 

5275 なんぶ大橋 2009 小矢部川 

第３

次 
79 (市)下出入谷線 

2014 中川原橋 2002 川谷筋 

2015 入谷橋 2004 入谷川 

第３

次 
80 (市)山の神線 2031 新高倉橋 1991 谷 

第２

次 
18 (市)二日町広安線 8109 新田屋橋 2009 旅川 

表Ｂ－２－２ 跨道橋

区   分 番号 路線名 
橋梁 

番号 
橋梁名 

架設 

年次 
延長 

旧国道３０４号 

JR 城端 
2 高堀太美山線 5043 

宝生寺野陸

橋 
1975 212.9m 

（主）金沢井波線 2389 小又１号線 5262 小又農道橋 1978 33.6m 

東海北陸自動車道 150 国広南原線 1029 立野原橋 1998 44.7m 



表Ｂ－２－３ その他跨道橋（管理について今後検討すべきもの）      

交差道路名 橋 梁 名 長(m) 目  的 備  考 

東海北陸自動車道 新屋跨高速道路橋 51.3 林道  

東海北陸自動車道 

国道１５６号 

高畠跨道橋 51.3 作業道（林）  

野田跨道橋 47.9 作業道（林）  

南原跨道橋 54.0 農道  

ささらアーチ 14.5 観光モニュメント  

（主）金沢井波線 
農道小又１８号線 

農道橋 
36.0 農道  

表Ｂ－３－１ トンネル

番

号
地 域 

管 理

番 号
トンネル名 

路 線 

番 号 
路 線 名 設置年

延長 

（ｍ）
旧管理者 

１ 城端・平 1001 
細尾 

トンネル 
3065 梨谷人喰谷線 1927 102 富山県 

２ 平～利賀 
2003 

4006 

新山の神 

トンネル 
80 山の神線 1989 1,430

森林開発

公団 

３ 上平 3001 
菅沼歩道 

トンネル 
3602 菅沼田下線 1990 123 上平村 

４ 上平 3002 打越隋道 3605 桂線 1983 1,413 富山県 

５ 福光 5001 湯谷隧道 254 蔵原湯谷線 1978 79 福光町 



表Ｂ－３－２ 通行止規制中トンネル

番

号
地 域

管 

理 

番 

号 

トンネル名
路 線

番 号
路 線 名

設置

年

延 長

（ｍ）
備 考

１ 平・利賀 
2002 

4003 

山の神 

隋道 
3862 

阿別当 

高草嶺線 
1964 228  

２ 利賀 4001 
豆谷 

トンネル 
3812 仙野原細島線 1949 195  

３ 利賀 4002 
楢尾 

トンネル 
3826 利賀百瀬川線 1970 813  

４ 利賀 4004 
中の谷 

トンネル 
3823 利賀中の谷線 1965 194  

５ 利賀 4005 
第２中の谷

トンネル 
3823 利賀中の谷線 1965 382  

６ 福光 5002 
蔵原 

トンネル 
2363 

蔵原 

トンネル線 
1955 119  

表Ｂ－４ スノーシェッド 

番

号 
地域 路線名 施設名 建設年 材質 備考 

１ 平 80 山の神線 
新山の神 

トンネル 
1989 コン 緊急輸送道路 

２ 上平 84 西赤尾小瀬形線 漆谷１ 不明 コン 代替路なし 

３ 上平 84 西赤尾小瀬形線 漆谷２ 不明 コン 代替路なし 

４ 上平 3608 皆葎線 
皆葎屋根 

付階段 
不明 アルミ 上平小通学路 

５ 福光 252 蔵原湯谷線 
湯谷 

トンネル 
1978 コン トンネル取付 



表Ｂ－５ スノーキーパー 

番

号 
地域 路線名 施設名 材質 備考 

１ 平 80 山の神線 山の神１ コン 緊急輸送道路 

２ 平 80 山の神線 山の神２ コン 緊急輸送道路 

３ 上平 3605 桂線 桂 コン ダム連絡道 

表Ｂ－６ 横断歩道橋 

番

号 
地域 路線名 施設名 材質 備考 

１ 福野 10 寺家高儀線 福野小前横断歩道橋 鋼 

表Ｂ－７ 通行止め規制が可能な施設                 

番

号 
地域 路線名 施設名 建設年 材質 備考 

１ 平 77 相倉仏岩線 
相 倉 茅 保

管場 
不明 鋼 茅保管利用 

２ 平 3402 城二越線 祖山 不明 コン 
除雪車置き場利

用 

３ 福光 2363 蔵原トンネル線 
蔵 原 ト ン

ネル 
不明 鋼 通行止め 

４ 福光 2499 
旧県道太美綱掛

線 
蛇谷橋 不明 鋼 旧道取り付け 






